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医
療
費
の
上
昇
で

保
険
料
が
増
額

増
額
分
の
賦
課
は
入
月
か
ち

　
医
療
費
の
上
昇
に
つ
れ
て
ど
こ
の

市
町
村
で
も
年
々
保
険
料
が
上
っ
て

お
り
、
全
国
的
な
傾
向
と
は
い
え
大

き
な
間
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
国
保
保
険
料
の
増
額
に

つ
い
て
十
日
町
市
の
場
合
を
例
に
と

り
、
み
な
さ
ん
か
ら
よ
く
知
っ
て
い

た
だ
き
、
八
月
以
降
に
各
世
帯
に
賦

課
さ
れ
る
増
額
分
を
含
め
た
額
に
対

し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

保
険
料
の
増
え

た
わ
け

L
国
民
皆
保
険
制
度
に
よ
り
安
心
し

　
て
お
医
者
さ
ん
に
か
N
れ
る
よ
う

　
に
な
り
受
診
率
が
の
び
た
。

乞
保
険
医
療
の
改
善
で
よ
り
良
い
医

　
療
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

　
た
。

翫
医
療
費
の
値
上
げ
が
行
な
わ
れ
た

4。

四
十
一
年
の
一
月
か
ら
は
家
族
に

　
も
七
割
給
付
を
実
施
す
る
予
定
で

　
こ
の
額
も
増
額
の
保
険
料
に
入
っ

　
　
　
　
　
第
二
回
定
例
市
議
会
は

　
　
　
　
去
月
十
六
日
開
か
れ
一
般

　
　
　
　
質
問
の
の
ち
仮
称
十
日
町

　
　
　
　
公
園
造
成
に
関
す
る
請
願

　
　
　
　
に
つ
い
て
総
財
委
員
長
か

　
　
　
　
ら
ま
た
、
下
山
部
落
地
内

　
　
　
　
市
道
拡
張
並
び
に
改
修
に

　
　
　
　
つ
い
て
建
設
委
員
長
報
告

が
あ
り
、
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
九
議
案
の
審
議
を
行

な
っ
て
十
八
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　
議
案
処
理

◎
出
張
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正
は

　
中
条
出
張
所
の
廃
止
を
決
め
ま
し

　
た
。

◎
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
は

　
収
容
定
員
二
才
未
満
児
十
名
を
二

　
十
二
名
に
、
二
才
以
上
児
八
十
名

　
を
九
十
八
名
に
決
め
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。

国
保
加
入
一
人
当
り

医
療
費
は
三
十
五
年

の
三
倍
に

三
十
五
年
　
　
　
二
、
一
二
三
円

三
十
九
年
　
　
　
五
、
一
二
一
円

四
十
年
（
見
込
）
六
、
五
九
〇
円

市
で
支
払
う
医
療
費

の
う
ち
わ
け
は

　
．
医
療
費
の
上
昇
に
伴
い
国
か
ら
の

補
助
金
も
大
巾
に
増
え
て
き
て
い
ま

す
が
、
昭
和
三
十
九
年
度
の
財
源
別

内
訳
を
み
ま
す
と
国
庫
負
担
六
十
四

％
、
保
険
料
三
十
六
％
で
す
。
こ
の

ほ
か
に
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

り
が
本
年
度
は
昨
年
度
の
約
倍
額
の

六
〇
〇
万
円
で
診
療
所
や
保
健
婦
活

動
費
へ
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
減
額
は

低
所
得
者
に
対
し
て
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
減
額
し
ま
す
。

L
総
所
得
金
額
九
万
円
以
下
の
世
帯

◎
国
保
条
例
の
一
部
改
正
は
総
務
財

　
政
委
員
会
に
付
託

◎
任
期
満
了
の
公
平
委
員
山
本
豪
平

　
さ
ん
を
引
き
続
き
選
任
し
ま
し
た

◎
中
条
小
学
校
増
改
築
工
事
（
第
二

　
期
工
事
）
は
富
井
組
と
請
負
契
約

　
を
結
び
ま
し
た
。

◎
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
三
、
九
〇
二
千
円
を
決
め
ま
し

　
た
。

◎
市
民
プ
ー
ル
条
例
制
定
は
総
務
財

　
政
委
員
会
に
付
託
。

◎
公
益
質
屋
休
業
に
つ
い
て
は
文
教

　
委
員
会
に
付
託
。

　
請
願
、
陳
惰

◎
仮
称
十
日
町
公
園
造
成
に
つ
い
て

　
の
請
願
は
継
続
審
議

◎
下
山
部
落
地
内
市
道
拡
張
並
び
に

　
改
修
－
採
択

　
は
世
帯
平
等
割
と
被
保
険
者
均
等

　
割
を
そ
れ
ぞ
れ
六
割
減
額
と
な
り

　
ま
す
。

乞
九
万
円
に
家
族
一
人
増
す
ご
と
に

　
二
万
五
千
円
を
加
え
そ
れ
以
下
の

　
所
得
の
世
帯
は
世
帯
平
均
割
と
被

　
保
険
者
均
等
割
を
そ
れ
ぞ
れ
四
割

　
人
料

　
　
　

円

　
1
険

　
　
　
　
4
9
8
4
5
4
4
9
7
2

　
　
　
6
4
4
5
1
6
1
8
0
8

　
者
保

　
　
　
8
8
3
2
3
6
0
9
5
8

料　

入
り

　
　
　
2
1
2
3
1
2
2
1
1
1

　
茄
当

険　
　
　
市
市
市
市
市
市
市
市
市
市

　
…
名
‘

保
　
　
　
・
附
上
ぜ
型
泉
覆

度　
　
　
見
村
燕
直
栃
糸
新
五
両
白

年
．
市麺

　
　
　
円

本
　
議
揚
吻
罧
甥
甥
㊨

の　

入
り
［
－
・
Z
Z
L
Z
2
・
つ
ω
L
Z
L
．

　
ゴ
旬

内　

か
・
『

［

県
一
名
「
市
市
市
市
市
市
市
市
市
市
一

　
　
　
、
潟
岡
田
条
時
田
津
谷
黛
町

　
　
　
㎜
　
　
ー
発
千
．
」
旦

　
　
市

新
艮
高
三
柏
新
新
小
加
十

　
減
額
と
な
り
ま
す
。

〔
例
〕

　
陸
帯
主
の
ほ
か
に
家
族
二
人
、
計

三
人
の
世
帯
で
は
所
得
十
四
万
円
以

下
だ
と
減
額
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

二
〇
市
の
本
年
度
の
保
険
料
（
こ
の

表
は
減
税
見
込
額
を
控
除
後
の
額
）

　
　
　
　
　
　
－
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
『

　
給
制
限
の
限
度
額
を
二
十
万
円
か

　
ら
「
二
十
』
万
円
」
に
引
き
上
げ

　
る
と
と
も
に
受
給
権
者
が
子
等
を

　
扶
養
す
る
場
合
に
お
い
て
二
十
二

　
万
円
に
加
算
す
る
額
を
現
行
の
三

　
万
円
か
ら
「
四
万
円
」
に
引
き
上

　
げ
る
。

ω
受
給
権
者
の
生
計
を
維
持
す
る
扶

　
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
る
支
給
制

　
限
の
限
度
額
を
そ
の
扶
養
親
族
数

　
に
応
じ
て
緩
和
し
、
扶
養
親
族
が

　
五
人
で
あ
る
場
合
の
限
度
額
は
収

　
入
金
額
六
五
四
、
O
O
O
円
か
ら

　
収
入
金
額
七
一
六
、
○
○
○
円
に

　
引
き
上
げ
る
。

⑭
戦
争
公
務
に
よ
り
死
亡
し
、
ま
た

改
善
さ
れ
た
国
民
年
金

年
金
額
を
引
上
げ
、
精
神
薄
弱
障
害

年
金
の
対
象
に

　
第
四
十
八
回
通
常
国
会
で
国
民
年

金
法
の
一
部
改
正
が
つ
ぎ
の
と
お
り

行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

で
は
福
祉
年
金
の
額
が
引
上
げ
ら
れ

る
と
と
も
に
支
給
制
限
を
緩
和
す
る

ほ
か
障
害
年
金
等
の
対
象
と
な
る
障

害
の
範
囲
に
精
神
薄
弱
を
入
れ
支
、
給

範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
が
特
に
注

口
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
、
年
金
額
の
引
上
げ

ω
老
令
福
祉
年
金
の
額
二
二
、
二
〇

　
〇
円
（
月
額
一
、
一
〇
〇
円
）
を

　
一
五
、
六
〇
〇
円
（
月
額
一
、
三

　
〇
〇
円
）
に
引
き
上
げ
る
。

②
障
害
福
祉
年
金
の
額
二
一
、
六
〇

　
〇
円
（
月
額
一
、
八
O
O
円
）
を

　
二
四
、
○
O
O
円
（
月
額
二
、
○

　
○
○
円
）
に
引
き
上
げ
る
。

③
母
子
福
祉
年
金
及
び
準
母
子
福
祉

　
年
金
の
額
一
五
、
六
〇
〇
円
（
月
●

　
額
一
、
三
〇
〇
円
）
を
一
八
、
O

　
O
O
円
（
月
額
一
、
五
〇
〇
円
）

　
に
引
き
上
げ
る
。

二
障
害
年
金
等
の
支
給
範
囲
の
拡
大

ω
障
害
年
金
及
び
障
害
福
祉
年
金
の

　
支
給
対
象
と
な
る
障
害
の
範
囲
に

　
精
神
薄
弱
を
加
え
る
。

②
母
子
年
金
、
母
子
福
祉
年
金
の
対

　
象
と
な
る
子
に
つ
い
て
障
害
の
た

　
め
所
定
年
令
を
こ
え
て
も
な
お
対

　
象
と
な
る
場
合
の
障
害
の
範
囲
を

　
障
害
年
金
の
場
合
と
同
様
に
拡
大

　
す
る
。

　
準
母
子
年
金
、
準
母
子
福
祉
年
金

　
お
よ
び
遺
児
年
金
に
つ
い
て
も
同

　
様
と
す
る
。

三
、
福
祉
年
金
の
支
給
制
限
の
緩
和

ω
受
給
権
者
本
人
の
所
得
に
よ
る
支

投
票
率
七
八
・

　
は
廃
疾
と
な
っ
た
こ
と
に
基
ず
く
騨

　
公
的
年
金
（
遺
族
年
金
、
公
務
扶
㎜

　
助
料
等
）
受
給
者
に
対
す
る
福
祉
闘

　
年
金
と
の
併
給
限
度
額
を
八
O
、
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
O
O
O
円
か
ら
「
一
〇
二
、
五
〇
旧

　
O
円
」
に
引
ぎ
上
げ
る
。
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陥

施
行
期
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

一
の
年
金
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
㎜

　
は
九
月
一
目
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ニ
の
障
害
年
金
等
の
支
給
範
囲
の
拡
旧

　
大
等
に
つ
い
て
は
八
月
一
日
か
ら
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罷

三
の
福
祉
年
金
の
支
給
制
限
に
つ
い
…

て
は
五
月
一
日
力
ら
、
た
だ
し
③

の
併
給
制
限
の
緩
和
は
十
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

三
％

参
院
選
は
2
0
市
の
上
位

　
参
院
選
の
県
下
の
投
票
率
は
前
回

（
三
十
七
年
七
月
）
の
七
〇
∴
二
八

％
を
一
、
丁
一
四
％
上
回
る
七
三
・
五

二
％
で
し
た
が
、
十
日
町
市
で
は
県

平
均
は
る
か
に
上
回
る
七
八
・
一
三

％
と
前
回
の
七
五
・
六
三
％
を
二
・

五
％
も
上
回
る
好
成
績
で
し
た
。

　
な
お
十
日
町
市
の
投
票
率
は
県
下

二
十
市
の
う
ち
で
は
上
位
に
ラ
ソ
ク

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

▽
当
口
有
権
者
三
〇
，
七
三
五
（
男

一
四
二
二
八
、
女
一
六
五
〇
七
）

▽
投
断
、
ボ
数
二
四
、
〇
一
三
（
男
一
一

救
急
車
は
こ
う
い
う

と
き
に
出
動
し
ま
す

　
こ
の
ほ
ど
、
新
し
い
救
急
車
が
市
消

防
署
に
配
置
さ
れ
日
夜
救
急
活
動
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
救
急
車

を
要
請
す
る
場
合
は
つ
ぎ
の
と
お
り

応
急
救
護
を
必
要
と
し
、
病
院
な
ど

へ
送
り
と
ど
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
に
使
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
出
動
要
請
に
は
こ
れ
に
よ
っ
て
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

L
水
、
火
災
、
地
．
震
、
そ
の
他
災

　
害
に
よ
り
傷
い
疾
病
を
受
け
た
者

乞
交
通
事
故
に
よ
り
傷
を
受
け
た

　
者
。

翫
公
衆
の
出
入
す
る
場
所
、
若
し
く

　
は
多
数
の
者
の
勤
務
す
る
場
所
に

　
お
い
て
傷
や
疾
病
を
受
け
た
者
。

4。

前
各
項
の
外
救
護
を
必
要
と
す
る

　
も
の
で
消
防
長
が
必
要
と
認
め
た

者
。

四
七
五
、
女
二
一
、
五
三
八
）

V
有
効
投
票
数
　
地
方
区
二
一
、
五

一
二
二
　
　
A
土
国
一
区
二
二
、
　
一
〇
山
ハ

▽
無
効
投
票
数
　
地
方
区
二
、
四
八

一
　
全
国
区
一
、
九
〇
五

▽
投
票
率
　
七
八
・
二
二
％

　
　
　
（
男
八
O
・
六
五
、
女
七
五
・

　
　
　
九
六
％
）

　
優
良
投
票
区
十
一
ヵ
所

　
を
表
彰

　
市
選
管
で
は
参
院
選
の
優
良
投
票

区
を
去
る
十
二
日
の
選
挙
管
理
委
員

念
品
と
表
彰
状
を
お
く
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

第
二
投
票
区
　
（
体
育
舘
二
階
）

第
四
　
〃
　
（
江
道
作
業
所
）

第
十
　
〃
　
（
新
座
小
）

第
十
一
　
〃
　
（
大
井
田
小
）

第
十
八
　
〃
　
（
川
治
公
民
舘
）

第
、
二
十
　
〃
　
（
高
山
公
民
舘
）

第
二
十
三
　
〃
．
（
稲
子
平
派
出
所
）

第
三
十
二
　
〃
　
（
名
ヶ
山
小
）

第
三
十
三
　
〃
　
（
下
条
公
民
舘
）

第
三
十
四
　
〃
　
（
上
新
田
青
年
ク

第
三
十
五
　
〃
　
（
広
大
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
A
九
・
五
一
％
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

会
で
つ
ぎ
の
と
お
り
決
め
、
近
く
記
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
七
四
・
二
〇
％
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
八
九
・
四
七
％
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曙

　
　
　
　
　
　
　
七
九
・
六
一
％
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塵

　
　
　
　
　
　
　
八
一
・
六
四
％
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
七
八
・
〇
三
％
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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八
八
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四
九
％
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
・
○
○
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臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
ラ
ブ
）
　
八
三
・
八
○
％
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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糊
…
覆
叢
灘
麟
灘

　
　
社
会
教
育
大
会
の

　
　
お
知
ら
せ

　
第
十
一
回
郡
市
社
会
教
育
大
会
が

次
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。
－

　
お
お
ぜ
い
の
方
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。●

と
き

●
と
こ
ろ

●
講
師

七
月
二
十
五
日
（
旧
曜
）

津
南
町
下
船
渡
中
学
校

東京教育大

学
教
授

　
　
唐
沢
富
太
郎
先
生

「
世
界
の
教
育
と
今
日

　
の
日
本
の
教
育
」

●
大
会
の
主
題

　
　
自
主
的
な
学
習
や
活
動
を
も
り

　
　
た
て
よ
う
。

　
　
　
午
前
十
時
開
会
、
講
演

　
　
　
午
後
分
科
会
、
三
時
半
閉
会

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

郷
土
墓
参
会
員
を
募
集

　
東
京
中
魚
会
で
は
こ
と
し
も
貸
切

バ
ス
に
ょ
る
郷
土
墓
参
会
を
つ
ぎ
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
。

申
し
込

1■一”””1”■■

出人

発員

圏
会

　
集

■

合費

東
京
中
魚
会
　
東
京
曲
．
繊
島

区
池
袋
三
～
一
四
五
ゴ
．

電
話
（
九
八
二
）
四
四
〇
八

八
月
五
日
ま
で
に

三
〇
〇
名

八
月
十
二
日
　
午
後
十
一

時片
道
千
円

山
手
線
巣
鴨
駅
前

教
習
生
の
路
上
運
転

実
施

　
　
　
十
日
町
自
動
車
学
校

　
十
日
町
自
動
車
学
校
で
は
去
る
十

三
日
か
ら
自
動
車
教
習
生
の
路
上
運

転
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
運
転
コ

ー
ス
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

自
動
車
学
校
か
ら
北
新
田
、
川
治
、

土
市
、
馬
場
ま
で
往
路
と
し
て
馬
場

か
ら
折
返
し
川
治
、
八
箇
入
口
、
北

新
田
を
通
っ
て
学
校
ま
で
の
間
。

十
日
町
駅
舎
工
事
始

ま
る

　
十
三
日
か
ら
仮
駅
舎
で
営
業
と
同

時
に
新
駅
舎
の
着
工
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
工
事
期
間
中
は
ケ
ガ
の
な

い
よ
う
乗
客
の
皆
さ
ま
方
の
充
分
な

ご
注
意
を
と
駅
で
は
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
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（
作
）

（
稻
）

曳

穂
肥
は
稲
の
姿
み
て

適
期
に
／
適
量
を
／

　
春
の
異
常
気
象
で
心
配
さ
れ
た
今

年
の
稲
作
も
、
植
付
後
の
好
天
で
今

の
と
こ
ろ
生
育
も
順
調
に
進
み
、
こ

の
ま
x
大
き
な
災
害
が
な
け
れ
ば
か

な
り
よ
い
作
柄
が
期
待
で
き
そ
う
で

す
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
の
管
理
が
極

め
て
重
要
で
、
収
量
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。

◎
穂
肥
を
施
す
と
有
効
分
け
つ
、
即

ち
穂
数
が
増
加
し
て
収
量
が
増
加
し

ま
す
が
施
す
時
期
を
誤
っ
た
り
、
施

肥
量
が
多
す
ぎ
る
と
倒
伏
の
原
因
と

な
っ
た
り
、
穂
首
い
も
ち
病
の
原
因

と
な
る
の
で
＋
分
注
意
す
る
。

◎
穂
肥
を
や
る
時
期
は
出
穂
前
二
十

五
日
頃
の
幼
穂
形
成
始
期
で
す
。
茎

を
抜
き
と
っ
て
基
を
カ
ミ
ソ
リ
の
刃

で
割
っ
て
み
る
と
幼
穂
が
一
・
五
粍

≧
二
粍
位
に
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
の

頃
が
穂
肥
の
適
期
で
す
。

◎
今
年
の
稲
は
平
場
で
は
若
干
田
植

が
遅
れ
た
が
そ
の
後
の
好
天
で
大
体

平
年
並
の
出
穂
見
込
み
、
山
地
で
は

田
植
の
遅
れ
た
地
帯
は
出
穂
が
お
く

れ
る
の
で
稲
の
姿
を
み
て
き
め
る
。

◎
施
肥
量
は
硫
安
な
ら
四
勾
～
八
匂

程
度
に
約
半
量
の
塩
化
加
里
を
混
ぜ

て
施
し
ま
す
。

八
月
は
低
温
の

恐
れ

　
共
同
で
い
も
ち
防
除
を
〃

　
昭
和
二
十
八
年
の
凶
作
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
十
日
町
で
は
米
が
不
作

に
な
る
原
因
は
殆
ん
ど
穂
い
も
ち
の

大
発
生
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
今
年
の
葉
い
も
ち
の
発
生
は
遅
れ

て
割
合
少
な
い
。
し
か
し
、
梅
雨
が

長
び
き
、
八
月
の
天
気
も
変
動
が
大

き
く
、
低
温
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と

予
報
さ
れ
て
い
ま
す
。

凱
閲
妻
一
・
業
、
　
　
口

灌
概
に
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー

　
山
地
帯
の
高
度
利
用
を
図
る
た
め

散
水
か
ん
が
い
の
水
稲
栽
培
試
験
圃

が
吉
田
小
泉
地
内
に
設
け
ら
れ
山

間
地
農
業
の
改
善
に
大
き
た
役
割
を

果
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
か
ん
が
い
に
は
エ
ン
ジ
ン
を
使

っ
て
江
力
水
を
噴
霧
さ
せ
て
行
な
う

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ
少
い
か
ん
が
い
水
で
大
面
積
の

栽
培
が
可
能
で
あ
る
一
方
、
山
間
傾

斜
地
で
も
操
作
上
極
め
て
効
果
的
で

あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
ト
ラ

　
穂
い
も
ち
は
個
人
防
除
で
は
効
果

が
少
い
の
で
共
同
で
集
団
防
除
す
る

こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

◎
防
除
の
要
点

一
、
防
除
適
期

ω
穂
首
い
も
ち
葡
鰭
前

　
②
穂
枝
梗
い
も
ち
ー
傾
穂
期

　
　
必
ず
三
回
防
除
す
る
。

二
、
防
除
薬
剤

　
ク
、
・
・
ス
イ
粉
剤
’
ブ
ラ
エ
ス
M
粉

　
剤
、
四
～
五
～
（
反
当
り
）

三
、
管
理

早
期
落
水
を
さ
け
る
。
　
（
出
穂
後

　
三
十
日
）
、
穂
肥
を
控
目
に
す
る

こ
と
し
も
四
百
町
歩
を
空
中
散
布

八
月
二
、
三
、
四
日
ー

　
十
日
町
市
農
薬
空
中
散
布
協
議
会

で
は
今
年
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
！
に
よ
る

農
薬
空
中
散
布
を
行
な
い
ま
す
。

期
日
は
八
月
二
、
三
、
四
の
三
日
問

で
い
ず
れ
も
午
前
四
時
か
ら
午
後
九

時
ま
で
雨
天
順
延
で
行
な
わ
れ
ま
す

が
、
使
わ
れ
る
農
薬
は
フ
、
・
・
B
と
い

う
粉
剤
で
、
反
当
り
ニ
キ
。
4
散
布
し

ま
す
。
散
布
区
城
は
十
日
町
、
中
条

川
治
、
下
島
地
帯
の
ほ
か
こ
と
し
は

中
条
の
う
ち
五
軒
新
田
、
上
原
、
八

幡
、
太
子
堂
地
域
も
含
め
て
全
部
で

約
四
百
町
歩
に
わ
た
っ
て
散
布
さ
れ

ま
す
。

こ
と
し
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
昨
年
よ

り
小
型
で
朝
日
ヘ
リ
K
・
K
の
G
H

型
が
飛
び
ま
す
が
、
一
回
に
一
二
〇

キ
・
4
を
五
分
間
で
約
六
町
歩
散
布
す

る
能
力
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
三
～
十
五
メ

ー
ト
ル
の
低
空
を
飛
び
ま
す
の
で
、

見
学
者
は
あ
ま
り
そ
ば
へ
近
よ
ら
な

い
よ
う
又
作
業
の
じ
ゃ
ま
に
な
ら
な

い
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。

ク
タ
ー
に
よ
る
本
田

耕
起
や
、
播
種
機
に

よ
る
直
播
と
作
業
が

簡
単
で
す
。
尚
試
験

圃
の
規
模
及
び
使
用

器
材
は
次
の
と
お
り

面
積
O
・
五
か

品
種
　
豊
年
早
生

　
　
　
越
路
早
生

使
用
器
材
　
ジ
ー
ゼ

　
　
　
ル
エ
ン
ジ
ン

　
　
　
（
五
P
S
）
ポ

　
　
　
ン
プ
、
ア
ル

　
　
　
、
・
・
送
水
管
付

　
　
　
ス
プ

　
　
　
リ
ン
ク
ラ
i

　
　
　
五
基

収
穫
目
標
　
十
ア
ー

　
　
　
ル
当
り
四
〇

　
　
　
〇
㌔
4

　
吉
田
地
区
で
結
核
健

　
康
診
断

　
今
回
吉
田
地
区
で
つ
ぎ
の
と
お
り

ツ
ベ
リ
ク
リ
ソ
注
射
、
B
C
G
接
種

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
な
い
ま

す
の
で
も
れ
な
く
検
診
を
受
け
て
下

さ
い
。

◎
ッ
ベ
リ
ク
リ
ソ
注
射

カ
ッ
コ
内
は
場
所
、
太
文
字
は
判
定

齢
C
窃
間
接
撮
影
日

七
月
二
十
六
日

午
後
“
稲
葉
、
山
谷
、
吉
田
小
生
徒

　
　
　
（
吉
田
小
、
二
十
八
日

七
月
二
十
七
日

午
後
u
小
泉
、
樽
沢
、
吉
田
中
生
徒

　
　
　
（
吉
田
中
）
二
十
九
日

七
月
二
十
八
H

午
後
U
名
ヶ
山
、
中
平
、
名
ケ
山
小

　
　
　
生
徒
（
名
ケ
山
小
）

　
　
　
鉢
、
中
手
、
真
田
小
生
徒

　
　
　
（
真
田
小
）
三
十
日

　
八
月
二
日

午
後
”
高
島
、
鐙
島
小
牛
．
徒
（
鐙
島

　
　
　
小
）
四
日

　
八
月
三
日

午
後
H
南
鐙
坂
、
北
鐙
坂
、
下
段

　
　
　
（
巡
礼
堂
）
　
同
上
段
（
上
之

　
　
　
山
公
民
舘
）
五
日

ぞ
く
ぞ
く
プ
ー

ル
誕
生

　
　
市
民
プ
ー
ル

　
市
内
下
島
地
内
に
建
設
中
で
八
月

か
ら
は
使
用
で
き
る
よ
う
い
ま
急
ピ

ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

こ
の
プ
ー
ル
は
長
さ
五
十
癖
、
巾
十

九
耕
の
も
の
で
脱
衣
場
や
管
理
棟
な

ど
の
附
帯
設
備
も
つ
く
ら
れ
七
月
い

っ
ば
い
ま
で
に
は
完
成
し
ま
す
。
工

費
は
一
、
二
〇
〇
万
円
。

下
条
坐
、
　
中

　
　
　
。
，

学
校
フ
　
　
ル

　
長
さ
二
十
五
矧
、
巾
十
三
摺
六
コ

ー
ス
の
プ
ー
ル
で
去
る
五
月
か
ら
二

七
五
万
円
で
着
工
、
近
く
完
成
し
ま

す
。
工
事
費
約
三
〇
〇
万
円
。

十
日
町
中
学

校
ブ
ー
ル

　
長
さ
五
十
矧
、
巾
十
九
耕
で
す
で

に
完
成
、
去
る
十
一
日
プ
ー
ル
開
き

を
し
ま
し
た
が
、
夜
間
照
明
設
備
も

あ
る
と
い
う
立
派
な
も
の
。

中
条
小
学
校
の
二
期

工
事
始
ま
る

　
中
条
小
学
校
の
第
二
期
増
築
工
事

が
こ
の
ほ
ど
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
同

校
は
第
一
期
工
事
を
完
了
し
ま
し

た
が
、
こ
の
二
期
工
事
で
も
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
で
延
約
一
、
二

五
八
〆
二
、
三
階
は
普
通
教
室
五
、

三
階
の
一
部
に
図
書
室
な
ど
が
作
ら

れ
ま
す
。
総
工
費
三
、
七
〇
〇
万
円

戦
没
遺
族
の
特
別
弔
慰
金
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
し
た

支
給
申
請
は
八
月

　
こ
れ
は
現
在
遺
族
年
金
、
公
務
扶

助
料
を
も
ら
っ
て
い
な
い
で
昭
和
二

十
七
年
四
月
一
口
か
ら
四
十
年
三
月

三
十
一
口
ま
で
の
問
に
弔
慰
金
だ
け

も
ら
っ
て
い
た
者
と
い
う
条
件
で
つ

ぎ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
四
十
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
ま
た
支
給
方
法

と
支
払
額
は
三
万
円
の
国
債
（
た
だ

し
無
利
子
）
で
毎
年
一
回
ず
つ
十
年

以
内
に
償
還
が
完
了
さ
れ
ま
す
。
最

初
の
支
払
期
日
は
昭
和
五
十
年
六
月

十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
尚
申
請

は
八
月
一
日
か
ら
市
社
会
福
祉
事
務

所
で
受
付
け
ま
す
。

一
H
か
ら

ω
遺
族
援
護
法
に
よ
り
弔
慰
金
（
五

　
万
円
又
は
三
万
円
の
国
債
）
が
支

　
給
さ
れ
た
も
の
で
妻
、
子
、
父
母

　
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
、
姉
妹
な
ど

　
三
親
等
内
ま
で
対
象
に
な
り
ま
す

　
但
し
妻
に
つ
い
て
は
夫
の
戦
没
後

　
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以
前
に
遺

　
族
以
外
の
者
と
再
婚
し
た
場
合
は

　
そ
の
妻
以
外
に
子
、
父
母
、
孫
、

　
祖
父
母
、
兄
弟
、
姉
妹
の
誰
も
が

　
い
な
か
っ
た
場
合
及
び
戦
没
者
と

　
同
じ
氏
を
称
し
た
妻
が
、
そ
の
氏

　
の
ま
ま
で
法
律
結
婚
し
た
場
合
は

　
支
給
さ
れ
ま
す
。
又
こ
れ
以
外
で

　
戦
没
者
の
子
が
あ
れ
ば
そ
の
子
に

　
転
給
さ
れ
ま
す
。

＠
弔
慰
金
を
受
け
た
遺
族
が
死
亡
し

　
た
り
、
国
籍
を
失
っ
た
り
し
た
場

　
合
で
、
あ
と
に
戦
没
者
の
子
が
あ

　
れ
ば
そ
の
子
に
限
り
支
給
。

　
恩
給
法
が
一
部

　
　
改
正

　
　
　
恩
給
年
額
の
増
額
や
外
地

　
　
　
抑
留
期
間
の
加
算

　
普
通
恩
給
、
普
通
扶
助
料
、
増
加

恩
給
、
傷
病
年
金
等
が
増
額
と
な
っ

た
ほ
か
、
終
戦
後
外
地
に
抑
留
さ
れ

た
旧
軍
人
の
抑
留
期
間
が
加
算
年
に

認
め
ら
れ
十
月
一
日
か
ら
こ
の
法
が

施
行
と
な
り
恩
給
増
額
が
実
施
さ
れ

公
務
傷
病
者
、
老
令
者
、
遺
家
族
が

優
先
さ
れ
ま
す
。

一
、
普
通
恩
給
、
普
通
扶
助
料

　
昭
和
三
十
七
年
仮
定
俸
給
を
基
礎

　
と
し
て
算
出
し
て
い
ま
す
が
、
こ

　
れ
を
二
十
％
相
当
引
上
げ
た
仮
定

　
俸
給
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
年
額

　
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
、
公
務
扶
助
料
、
増
加
非
公
死
扶

　
助
料

　
昭
和
三
十
七
年
仮
定
俸
給
を
削
除

　
し
、
四
十
年
軍
人
仮
定
俸
給
を
基

　
礎
と
し
て
算
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
り
ま
し
た
。

三
、
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、
傷
病

　
賜
金

　
ω
増
加
恩
給
に
併
給
さ
れ
る
普
通

　
　
恩
給
は
公
務
扶
助
料
の
場
合
に

　
　
準
じ
て
算
出
し
た
額
に
改
正
。

　
⑨
傷
病
間
査
が
是
正
さ
れ
ま
し
た

な
お
戦
後
外
地
に
あ
っ
て
抑
留
さ
れ

た
者
に
対
す
る
加
算
は
海
外
地
や
職

業
に
よ
っ
て
加
算
年
が
違
い
ま
す
の

で
、
詳
し
い
こ
と
は
市
社
会
福
祉
事

務
所
に
ご
相
談
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

未
処
遇
戦
没
者
の
実
態

予
備
調
査

　
　
　
該
当
者
は
二
十
五
日
ま
で

　
　
　
申
出
を

　
日
本
遺
族
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

戦
没
者
が
あ
る
に
も
か
玉
わ
ら
ず
国

か
ら
何
ら
の
法
に
よ
る
恩
恵
を
受
け

て
い
な
い
遺
族
の
実
態
調
査
が
行
な

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
予
備
調
査
と
し

て
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
管
内
の

者
を
ま
と
め
ま
す
の
で
該
当
が
あ
っ

た
ら
申
し
出
て
下
さ
い
。
こ
れ
は
今

後
処
遇
さ
れ
る
よ
う
法
の
整
備
と
改

正
を
要
求
し
て
ゆ
く
う
え
の
大
き
な

資
料
と
な
り
ま
す
か
ら
協
力
下
さ
い
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図
書
室
案
内
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公
民
舘
に
は
「
図
書
室
」
が
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
図
書
室
に
っ
い

て
、
ま
だ
御
存
知
な
い
方
が
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
の
で
、
今
回
は
図

書
室
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

　
公
民
舘
図
書
室
は
、
公
民
舘
の

一
室
に
あ
り
、
社
会
教
育
に
必
要

な
学
習
施
設
の
一
つ
で
す
。
　
「
図

書
舘
」
の
よ
う
に
独
立
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
熱
心
に

勉
強
さ
れ
る
方
に
は
少
し
も
の
た

り
な
い
面
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
ど
な
た
で
も
気

が
る
に
利
用
で
き
る
、
と
い
う
良

さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
図
書
室
は
、
毎
年

五
．
六
〇
万
円
く
ら
い
の
予
算
で

約
一
、
五
〇
〇
冊
く
ら
い
の
本
を

購
入
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
市

内
8
公
民
舘
で
配
分
し
ま
す
の
で

一
舘
二
〇
〇
冊
く
ら
い
に
し
か
な

り
ま
せ
ん
が
、
で
も
全
舘
で
約
一

七
、
O
O
O
冊
の
本
が
あ
り
ま

す
。
本
は
、
み
な
さ
ん
の
希
望
な

ど
を
入
れ
て
毎
月
購
入
し
て
お
り

ま
す
。

　
公
民
舘
図
書
室
は
現
在
の
と
こ

ろ
市
内
唯
一
の
図
書
セ
ン
タ
ー
で

す
。
だ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
か
ら
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気

が
る
に
御
利
用
下
さ
い
。
み
な
さ

ん
の
声
を
で
き
る
だ
け
と
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。■

図
書
室
の
あ
る
場
所

　
　
十
日
町
市
公
民
舘

　
　
中
条
地
区
公
民
舘

　
　
飛
渡
地
区
公
民
舘

　
　
六
箇
地
区
公
民
舘

　
　
川
治
地
区
公
民
舘

　
　
吉
田
地
区
公
民
舘

　
　
下
条
地
区
公
民
舘

　
　
水
沢
地
区
全
民
舘

■
図
書
貸
出
し
規
定

　
◎
貸
出
し
時
間
は
平
日
午
前
八

　
　
時
三
十
分
よ
り
午
後
五
時
三

　
　
十
分
土
曜
日
の
み
午
後
九
時

　
　
三
十
分
ま
で
。

　
◎
日
曜
、
祭
日
、
そ
の
他
の
休

　
　
日
は
お
休
み
。

　
◎
貸
出
し
は
一
回
二
冊
で
十
目

　
　
間
。
雑
誌
は
三
目
間
で
す
。

　
◎
時
間
内
の
室
内
閲
覧
、
学
習

　
　
待
合
時
間
の
ひ
ま
つ
ぶ
し
な

　
　
ど
も
自
由
で
す
。

　
◎
初
め
て
の
方
は
窓
口
に
御
相

　
　
談
下
さ
い
。
か
ん
た
ん
に
借

　
　
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
◎
貸
出
し
料
な
ど
い
っ
さ
い
い

　
－
た
だ
き
ま
せ
ん
。

　
読
書
の
必
要
性
、
意
味
は
い
ま

さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
も
う
一
度
先
人
の
言
葉

に
耳
を
か
た
む
け
て
み
ま
し
よ

う
o

■

　
新
聞
を
読
ま
な
く
な
っ
て
か
ら

私
は
心
が
の
び
の
び
L
、
ほ
ん
と

に
快
い
気
も
ち
で
す
。
人
び
と
は

他
の
人
の
す
る
こ
と
ば
か
り
気
に

し
て
い
て
自
分
の
手
じ
か
の
義
務

を
忘
れ
が
ち
で
す
。
〈
ゲ
ー
テ
V

■

精
神
に
と
っ
て
の
読
書
は
肉
体

に
と
っ
て
の
体
操
で
あ
る
。

〈
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
テ
ィ
ー
ル
∀

■

　
ひ
と
り
灯
の
も
と
に
文
を
ひ
ろ

げ
て
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
こ

そ
こ
よ
な
う
な
ぐ
さ
む
わ
ざ
な

れ
。
　
　
　
　
　
〈
吉
田
兼
好
V

■

　
新
ら
し
い
本
が
出
版
さ
れ
た

ら
、
古
い
本
を
お
読
な
さ
い
。

〈
サ
ミ
ヱ
ル
・
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ス
∀

■

　
反
対
し
た
り
論
難
し
た
り
す
る

た
め
に
読
書
す
る
な
。
と
い
っ
て

信
じ
た
り
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

た
り
、
話
や
議
論
の
種
に
す
る
た

め
に
読
書
す
る
な
。
た
父
思
い
考

え
る
た
め
に
読
書
せ
よ
。

〈
べ
ー
コ
ン
〉
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